教会設立記念公開講演会
「子どもと共にある教会」　　鞭木由行先生

（Ⅰ）神の救いの計画は家族という単位を重要視していた。
　（イ）ノアの契約　　　「あなたとあなたの家族とは箱舟にはいりなさい。」
　　（ロ）アブラハムの契約「わたしは、わたしの契約を、わたしとあなたとの間に、
そしてあなたの後のあなたの子孫との間に、代々にわたる永遠の契約として立てる。」
　（ハ）モーセの契約　　「主が、この契約を結ばれたのは、私たちの先祖たちとではなく、
　　　　きょう、ここに生きている私たちひとりひとりと、結ばれたのである。

　（ニ）ダビデの契約　　　「わたしは、おまえのすえを、とこしえに堅く立て、おまえの王

　　　　座を代々限りなく建てる。」

　（ホ）新約の時代　使徒2-39 　この約束はあなたがたとその子どもたち

　　　　　　　　　　使徒16-31  主イエスを信じなさい。そうすれば、あなたもあなたの家　

　　　　　　　　　　　　　　　　族も救われます。

　　　　　　　　　　使徒16-34  全家族そろって神を信じた。

　（ヘ）片親だけ、両親がクリスチャンの場合の区別はない
　　　　　コリント人への手紙第一7章14節　なぜなら、信者でない夫は妻によって聖められ

　　　　　ており、また、信者でない妻も信者の夫によって聖められているからです。

（Ⅱ）家族で礼拝を守ることが（子供と一緒）が聖書の原則である。

　（イ）旧約聖書　　申命記31-12　　民を、男も女も、子どもも、あなたの町囲みの中にい
　　　　る在留異国人も集めなさい。彼らがこれを聞いて学び、あなたがたの神、主を恐れ、

　　　　このみおしえのすべてのことばを守り行うためである。

　（ロ）新約聖書　マタイ14-21  食べた者は、女と子どもを除いて、男5千人ほどであった。

　（ハ）宗教改革の時代、リバイバルの時代にも礼拝の中に子供たちがいた。

（Ⅲ）子どもを礼拝から分離するようになったのは18世紀以降の日曜学校の発展

　　　にともなって生じてきた。　

（Ⅳ）なぜ子供と共に礼拝を守るのか
（1） 子供の祝福になるから―「子どもたちを許してやりなさい。邪魔をしないでわたしのところに来させなさい。」
（2） これは神の方法―礼拝とは神の民の公の人格的な出会いである
（3） 子供を排除することは神との契約を軽視したことになる。

（Ⅴ）親の責任と役割
（1） 親が契約を教えていく　申命記6-7 これをあなたの子供たちによく教え込みなさい。

（2） 家庭こそ主要な教育機関である　第二テモテ3-15 　また幼いころから聖書に親しんで来たことを知っているからです。
